
農地利用最適化推進委員（応募者一覧）
（応募区域別50音順）

施行規則第２条

年月 職名・役職等
１号
該当者

２号
該当者

１号イからウ
該当者

根雨地区 1 草瀬　毅 ６６歳 男性 農業

S53.4～R2.3

R2.4～

農林水産省（定年退職時役職：島根支局総括統計
専門官）
農業

耕作面積：440a
作物：水稲、路地野菜

「へ」に該当
（任命の日までに地域内
の農業を担う者として、
地域計画目標地図に位置
づけることが確実な者）

　日野町は、耕作に不利な山間部の農地が多く圃場整備済みでも
耕作放棄されている圃場があり、耕作者の多くが高齢化し後継者
も不足しています。
　日野町の農業のためにこれまでの経験を役立てることができれ
ばと思い応募しました。 有

根雨地区 2 松本　隆好 ７７歳 男性 農業

H13.6～H19.6
R4.6～

農業委員
農地利用最適化推進委員（根雨地区）
三栗集落中山間集落協定代表20年以上

耕作面積：70.9a
作物：水稲、和牛1頭、牧草、
路地野菜 「へ」に該当

（任命の日までに地域内
の農業を担う者として、
地域計画目標地図に位置
づけることが確実な者）

１　日野町の農業を守りたい。
２　耕作放棄地をなくすよう努力したい。
３　高齢者の農業を援助するよう努力する。
４　農業委員会でもっと話合いできれば良いと考える。
５　農地維持、保全を推進したい。
６　がんばってやります。

無

日野地区 1 川上　吉哉 ６１歳 男性
農業法人職
員

H7.4～R2.3
R4.4～

鳥取西部農業協同組合
株式会社優栽

耕作面積：68.7a
作物：水稲、そば

○
（認定農業者である法人
の農林水産省令で定める

使用人）

「へ」に該当
（任命の日までに地域内
の農業を担う者として、
地域計画目標地図に位置
づけることが確実な者）

　現在日野町に限らず、全国で農地の荒廃が問題となっていま
す。農地のほとんどが水稲栽培の本町では担い手不足が深刻に
なっています。稲作は農業機械などの初期投資の負担が多いこと
や燃料や資材の高騰で採算が取れないのが現状です。また、畑作
では、管理作業に人手がいるなど、規模拡大が困難です。中山間
地域での水路維持や草刈り、鳥獣害対策などは、農家だけでは対
処できません。特にイノシシなどの獣害には農地だけでなく、住
宅など生活スペースにまで脅かされます。荒廃農地の問題は農業
の問題として認識されていますが、国土保全の問題でもありま
す。農業委員会には、農地の適正利用だけではなく、農地を含む
生活環境の維持や改善及び農村の創造も求められていると思いま
す。このような状況のなか、農業者としての立場で農業委員会に
おいて意見を述べたいと思います。

有

日野地区 2 中原　孝博 ７４歳 男性 農業

H22.6～H28.6
R4.6～
R5.4～

農業委員
農地利用最適化推進委員（日野地区）
下榎農機具組合代表

耕作面積：44a
作物：水稲、そば

「へ」に該当
（任命の日までに地域内
の農業を担う者として、
地域計画目標地図に位置
づけることが確実な者）

農家の皆様の声を聞き、今後の活動に反映したい。
耕作放棄地の発生防止に努めたい。
その他今後の活動についても勉強し取り組みたい。

無

黒坂地区 1 住田　克哉 ７０歳 男性 農業

R元.6～ 農地利用最適化推進委員（黒坂地区） 耕作面積：50a
作物：水稲

「へ」に該当
（任命の日までに地域内
の農業を担う者として、
地域計画目標地図に位置
づけることが確実な者）

　農地利用最適化推進委員になって、５年８か月が過ぎました。
　そんな中で、農地パトロールをすると荒れた農地が増えるのが
現実でした。
　一度、荒れた農地を元に戻すのは難儀です。だから、今使われ
ている農地を如何に守っていくかが大切です。
　このことから、農地について何か困りごと等があれば、行政と
連携を取り問題解決に取り組み、遊休農地の発生防止、解消に役
立てるよう努めます。

無

農業経営の状況
面積：a

応募理由
農業委員への応

募状況
応募する
区域名

区域別
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氏名
満年齢

（令和７年度）
性別 職業

経歴 法第8条第5項


